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　熊谷市史編さんのための調査において、鎌倉時代の仏師・快慶が製作した可能性
が極めて高い木造阿弥陀如来立像が、代・東善寺で確認された。
（発見までの経緯）熊谷市史編さんでは、平成２４年度から『調査報告書 仏像・仏
画』（全３冊）を刊行するため、仏像・仏画専門部会（林宏一部会長）により、市
内寺院等に所在するすべての仏像の調査を行っている。この中で、代・東善寺を調
査した際、鎌倉時代の仏師・快慶の作にある特徴をもった像が確認された。像高は
６９㎝、鼻先、手先などの一部を除き、ほぼ完形である。像の状態を考慮し、東善
寺とも協議をした結果、市立熊谷図書館の特別収蔵庫で預かることとなった。
（東京国立博物館での調査）平成３０年７月２６日、東京国立博物館において、快
慶に造詣の深い専門家による調査及びＸ線コンピュータ断層写真撮影（ＣＴ）を
行った。
　調査では、快慶研究の第一人者である山本勉氏（清泉女子大学教授）から、「こ
の像には、快慶の作品にある特徴が複数見られる」との所見があった。
　Ｘ線ＣＴからは、本像が、製作初期の姿をとどめていることや、全身をほぼ一つ
の材から彫刻するという予想外の手法が取られていることが確認された。また、像
内には、折りたたまれた古文書らしきもの（３６×６.６×４㎝）が入っていること
が分かった。
　これらの調査、撮影から、快慶もしくは快慶工房の製作にかかる作品で、１２０
０年代初期の熊谷直実が活躍した頃の像であることが明らかになった。

特徴やPRポイント

　関東では、快慶作と判断されているのは２件（栃木県足利市、益子町）のみで、
この像は、新たにそれに加えられる貴重な存在である。
　また、今後の調査により仏像胎内の古文書の内容が明らかになれば、快慶、さら
にはこの時代の歴史を考える上で、極めて重要な資料となる可能性が高い。

　本像の考察については、本年度刊行の『熊谷市史研究 第１１号』において発表す
る。（速報としては、『熊谷市史 上巻 原始・古代・中世』において発表済み、大
判のカラー写真を掲載している。）
　また、平成３１年３月１６日～５月６日に開催予定の埼玉県立歴史と民俗の博物
館の特別展「東国の地獄極楽」において、展示が予定されている。
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